
明日への扉 

                               令和４年 12月 №20 

          
学校教育目標：「夢に向かって挑戦」≪Challenge for Dream≫ 

 

 

 

  

明日から師走。令和 4 年も残すところ 1 か月です。子どもたちは冬休みを心待ちにし

ながら、さまざまな学習活動に取り組んでいます。12月も下記の通り、ふれあい集会や

書き初めなどの活動に取り組みます。 

すでに、スキットメールでお知らせいたしましたが、過日 2 学期になって初めてコロ

ナ感染拡大防止のための学級閉鎖を行いました。 

コロナウイルス感染だけでなく、気温の寒暖差 

で、体調を崩した子も増えてきました。報道で 

は、コロナも第 8波に入り、3年ぶりにインフ 

ルエンザも流行の兆しがあるようです。学校で 

は予防の一つとして、手洗い・うがいの励行を 

すすめていきます。 

  

１２月 行事予定 

        ＊変更があった場合は、ホームページ・スキットメールにてお知らせします。 

日 曜 主な行事予定 日 曜 主な行事予定 

1 木 不審者対応訓練期間（～8日迄） 15 木 教育相談日 短縮日課 14：10 下校 

書き初め練習 6 年・5 年 2 金 授業研究日 14:10下校 

3 土  16 金 教育相談日 短縮日課 14：10 下校 

4 日  17 土 管弦楽フェスティバル（吹奏楽部参加） 

5 月 こころの劇場（6年） まなびクラブ 18 日  

6 火 PTA 理事会 ふれあい集会 1・6 年 

下中生徒会訪問（6 年） 

19 月 まなびクラブ 

20 火  

7 水 委員会活動（アルバム写真撮影） 21 水 2学期給食最終日 

8 木 ALT外国語 5・6年 22 木 短縮日課 11：30下校 

9 金 教育委員学校訪問 ふれあい集会 2・4 年 

安全点検日 

23 金 2学期終業式 １１：30下校 

24 土  

10 土 冬の交通安全運動（～19 日） 25 日  

11 日  26 月 冬季休業     学校閉庁日 

12 月 教育相談日 短縮日課 14：10 下校 

学校徴収金引落日 

27 火 学校閉庁日 

28 水 学校閉庁日 

13 火 教育相談日 14:10 下校 ふれあい集会 3・5

年 5・6 年弁当 自動車工場オンライン見学

5 年 

29 木  

30 金  

14 水 書き初め練習 4 年・3 年 31 土 （1/５迄 冬季休業） 

宮久保小学校だより 



 

市川市における学校給食無償化について 
 9月の市議会において、標記の件について可決され、 

中学生は令和 5年 1 月から、小学生は令和 5年の 4月 

（新年度）から学校給食の無償化が行われます。 

また、千葉県においても、第 3子の給食無償化（小学 

生のみ 令和 5年 1 月～3月限定）が行われます。 

詳細は 12月 3日号の『広報いちかわ』に掲載されま 

す。必要な手続き等はお忘れなきようお願いします。 

 

校内音楽会を行いました 

 収録の形でしたが、11月 17日に校内音楽会を行いました。失敗してもやり直しがで

きましたが、メリット、デメリットがあります。メリットとしては、苦手な子でも緊張せ

ずに取り組みやすかったこと。デメリットとしては、本番一発勝負だからこそ、集中力を

高め、力を発揮する機会を結果的になくしてしまったことです。今年度はコロナ対応化の

中で、音楽の授業も始まりました。距離が保たれないと学級全体で音を合わせる練習もで

きませんでした。そういった点も考慮して今年度は、このような形で開催を行いました。  

今現在、コロナ対応の規制緩和も進んでおります。次年度は音楽会すべてを公開しなくて

も、最終リハーサルを保護者の皆様に開放するなど、新たな方向性で取り組んでいきたい

と考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

PTA主催の防災フェスティバル 

 11月 26日に開催されました。当日は、本校児童や保護者だけでなく、地域や自治会

の方も参加されました。「天災は忘れたころにやってくる」本当にいつ起きるかわかりま

せん。14日には、震源地よりも遠い関東の揺れが強いという地震も起きました。 

 これからの季節、乾燥して火事の発生件数も増える傾向にあります。消火器は知ってい

ても、実際に使い方がわからないと宝の持ち腐れとなります。お見えになっていた消防士

の方に聞いた嘘みたいな話ですが、小火を消そうと消火器を持ってきて、消火器そのもの

を火元に投げた方もいたようです。正しい知識を身につけておかないと、いざというとき

に被害を最小限に抑えられないなと強く感じました。 

 企画運営してくださった PTA本部の皆様、イベント・サポート係の皆様、おやじの会

の皆様ありがとうございました。また、ご協力いただいた関係機関の皆様もお世話になり

ました。 

 

 

 

 

 


